
いまや、参加すること自体が難関のオホーツクの２大イベント！全国から熱い注目を集める「北見厳寒の焼肉まつ
り」と氷柱の滝をライトアップする幻想的な遠軽町・丸瀬布の「山彦の滝 幻のナイトツアー」に参加します。
古代文化とグルメ！知られざるオホーツクと出会います！雪と氷が生み出した「オホーツク文化」は縄文からアイヌ
までをつなぐ「豊穣の北方文化」です。重要文化財「常呂遺跡群」とオホーツクの食の源流を辿ります。

－10℃以下が予想されます。くれぐれも完全防寒スタイルでご参加ください。
                                                                                                     

募集定員 20 名（最低催行人員１５名）

旅行代金 北見発着２２，０００円（帰路網走まで 23,380 円／帰路旭川まで 22,140 円 ）

※イベント参加費・交通費・食事代・ガイド料・保険料を含みます。

※６日（金）の宿泊希望の場合は 9,800 円が加算されます。（利用ホテル：東横イン北見駅前）
                                       

主催：石北沿線ふるさとネットワーク 共催：遠軽町石北本線利用促進協議会 旅行受託：日本旅行北海道北見支店

緊急連絡先：090－9524－9315（長南）

ＪＲ石北線応援＆利活用ツアー！



ツアー行程表 （12 月 1 日現在の情報で作成しておりますので、変更になる場合があります。）

２月６日(金) 冬のオホーツク最大のイベント、「焼肉の街」北見が燃え上がる奇祭を堪能します。

  １７：１５  北見駅プロムナード（みんとロード）南側 1 階に集合

          「北見厳寒の焼肉まつり」に参加

   １９：００  自由行動 ※宿泊をお申し込みの方はホテル「東横イン北見」へ

２月７日(土) 氷結の風土が生み出す謎の北方文化・「オホーツク文化」、驚愕の自然、豊穣の食を堪能し、
カーリングの聖地も巡ります。

８：１５  「東横イン北見駅前」駐車場横に集合

８：３０ 貸切りバスに乗車

９：３０  「ところ遺跡の森」着

      オホーツク古代文化・オホーツク人・アイヌ等北方諸民族の文化、

とりわけ食文化についての特別レクチャー

１１：１５  浜佐呂間斉藤商店

       蒸し牡蠣の試食と海産物のお買い物  

１２：００  常呂「café しゃべりたい」

       昼食と常呂高校カーリング部・映画「シムソンズ」の話を聞く

１３：１０  カーリングの聖地「アドビックスホール」見学

１４：３０  北見バスターミナル着

       自由行動

JR に乗り換え

１５：２６  北見発 オホーツク４号

１６：４１  JR 丸瀬布駅着 遠軽町営バスに乗り換え              

１７：００  山彦の滝

       山彦の滝ナイトツアー     

１９：１０  えずらファーム収穫レストラン「toretatte」

       越冬白滝じゃがいもののビュフェディナー （https://www.ezurafarm.com/toretatte）
２０：２５  JR 白滝駅 特別快速大雪(上り) ／ ２０：２５ 特別快速大雪（下り）

              ↓         ↓   

      ２１：４４  JR 旭川駅着     ２２：０2 JR 北見駅着

                          ↓  

                        ２２：５４ JR 網走駅着

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・切り取り線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

参加申込書（ＦＡＸ用）申し込み先：０１５７－３１－０３７３まで

ＪＲ石北線応援ツアー厳寒のオホーツク「大満喫」ツアーに申し込みます。 ２０２５年  月   日

代表者氏名 生年月日（西暦）     年   月   日

代表者住所 連絡先電話番号

同行者

氏名 生年月日（西暦）     年   月   日

氏名 生年月日（西暦）     年   月   日

氏名 生年月日（西暦）     年   月   日

お申込み・お問い合わせ FAX0157-31-0373 携帯 090-9524-9315（長 南
ちょうなん

） gingasen-e999@violet.plala.or.jp



北見焼肉の歴史は、昭和三十年代、市内で手にはいる新鮮なホルモンを、手軽においしく食べられるお店が人気を呼び、始

まったと言われています。 当時の旧国鉄職員が仕事を終えた後、皆で語らう場所として定着し、市民の間に広がっていきま

した。六十年の時を経た今も、焼肉を愛する市民の伝統は今も変わらず根付いています。



市史編さんニュース NO.230～238（平成 24年 1月 1日～5月 1日）から抜粋

◇北見で最初のホルモン焼きの店は？

『北見、焼肉夜話』のホームページでも紹介されていますが、

北見自治区で最初のホルモン焼きの店については、平成 14年

(2002)２月号『広報きたみ』No.525 の特集「もっと牛肉！北

見は焼肉」での金鐘化氏の次の証言があります。

「『私が北見で二件目(軒目では？－引用者)のホルモン焼き

屋を出したんです』と言うのは、現在も市内で焼き肉店を経営

している金鐘化(きんしょうか)さん（八二歳）。昭和三十一年

(1956年－引用者)に、稲荷神社（幸町）の仲店で広さ九畳、十

人余りが座れる店『ホルモン焼・大昌園』を構えました。金さ

んによると、北見で最初のホルモン焼きの店は狸小路にあった

『力(りき)』という店で、そこの主人も朝鮮半島から日本に渡

って来た方だったといいます。朝鮮半島では豚や牛をはじめ、鹿や猪などの内臓を食べる習慣があり、日本のと

畜場で捨てられていた豚の内臓に目を付けたそうです。」

上の写真は、昭和 58年(1983)11月発行の『写真集・北見』46ページ掲載のもので、正面に稲荷神社、右に大

昌園の「ジンギスカン鍋／ホルモン焼」の看板が見えます。

金氏の証言によれば、北見自治区最初のホルモン焼き屋は、「力」というお店だそうです。筆者も幼い頃に、そ

の店名を聞いた記憶があります。「力」について『広報きたみ』以外に情報がないか、当室の資料を探ってみまし

たが、見つかりませんでした。ただし、不鮮明でこの紙面に紹介できませんが、『写真集・北見』の 10ページ下

段左「狸小路夜景(昭和 32年)」の写真の中に小さく「ホルモン焼」の看板が見えますから、それが「力」だった

可能性はあります。「力」の開業年は不明ですが、大昌園が昭和 31年創業とすれば、それ以前ということになり

ます。

◇当市にホルモン焼きが定着したのは昭和 30（1955）年代

参考に『家庭北見』新聞で見ると、昭和 28年(1953)２月１日付の特集記事「青息吐息の／北見人二月の生態」

には「最近の流行はおでん屋、焼きとり屋級、二級酒一本六十円～七十円、安直に飲めるとあって新規開店が目

立つ」云々があり、「ホルモン焼き」は全くでてきません。

しかし、同 32年(1957)11月５日付には「北見市秋の紅燈街／案外寂しい高級店／市民は専ら庶民酒場に」の

見出しで「飲食店 いわゆる“いっぱい屋„が雨後のタケノコのように生まれ、その数だけでも市内にざつと五十

余軒を数え、狸小路、稲荷横丁、銀座商館が、その中心街を構成している。／洋酒あり清酒あり焼酎、ビールに

かんたんな小料店、それに焼鳥、ホルモン焼が夕闇迫るころともなれば、食欲をそそるかぐわしい香りを票わす

のだ。」「景気、不景気にかゝわらずいつぱいの酒、いつぱいの焼酎にホルモン焼を頬ばりながら、明日への活力

原を貯えている。」(原文のまま)とあり、「ホルモン焼き」が市民の好物になったことが分りますから、当市では

昭和 30年代に「ホルモン焼き」が定着したと見て間違いないでしょう。(続く)



◇ホルモン焼きの「ホルモン」とは？

前号掲載写真の大昌園の看板に「ジンギスカン鍋」とありましたが、大昌園が創業した昭和 31 年(1956)頃と

いえば、筆者が小学校１、２年生で肉が貴重な時代でしたから、ジンギスカンも大変なごちそうでした。綿羊を

食用に転用したためか、独特のにおいを消すためにジンギスカンの肉はすごく香辛料のきいたタレに漬け込んで

ありましたが、とてもおいしかったのでしょう、町内会の行事でもあったのか、中ノ島公園で大人たちに混じっ

て七輪を囲んで食べたことを今も思いだします。筆者が幼少のみぎりはホルモンよりジンギスカンが好きでした。

さて、ホルモン焼き屋には親に連れられて行ったのだと思いますが、筆者が最初に食べたのは串焼きでした。

その頃の記憶では、ホルモン焼きの「ホルモン」は当時流行していた「ホルモン剤」と同じで、精力がつき「若

返り」の作用がある成分＝「ホルモン」が肉に含まれているのだと親から聞かされました。小さかった筆者は「大

人は変な名前の、変なものを食うのだなぁ。」と思ったものでした。ですから、ずっと「ホルモン」の語源はそれ

だと思ってきました。

◇「ホルモン」は「ほうるもん」？

ところが昭和 45 年(1970)頃に筆者が読んだ本の中に、この「ホルモン」の語源について違う説が出てきまし

た。それは関西弁の「ほうるもん」から来ているというのです。「放るもの」つまり「投げ捨てられるもの」が、

いつか「ホルモン」になったというのです。精肉ではなく、貧しい人々が食べた、捨てられるような安価な部位

の「ほうるもん」から「ホルモン」になったというこの説は、相当説得性がありました。

◇ホルモンはやはり「ホルモン」

しかし、最近になって医学用語の「ホルモン」説が正しいという本が出てき

ました。それが、平成 16年（2004)７月発行、佐々木道雄著『焼肉の文化史』

です。現在は絶版の同書巻末の著者紹介によれば、佐々木氏の本名は道淵信雄

と言い、朝鮮半島を中心とする東アジアの食文化史研究者だそうです。

同氏が｢ホルモンという料理用語の使用実態」を調査した結果、「最も古い文

献は、昭和 11(1936)年 5月に刊行された魚谷常吉の『長寿料理』（秋豊園出版

部）という本である。この本はずばり、ホルモン料理を紹介することを目的に

書かれたものであった。」そうです。

「ホルモンの名はいつから使われたのだろう。多田鉄之助の『続たべもの日

本史』（新人物往来社、1973年）を見てみよう。／『精力を増進するものをホ

ルモン料理ということが、大正の中ごろから昭和の初めにかけて流行語となり、

一般に用いられた。鶏の肝臓や砂キモ、睾丸などを生で食べさせて、これをホルサシといった。こうなると、字

引にも出て来ない新語である。玉子、納豆、山のイモ、動物の内臓などを広くホルモン料理といった。ホルモン

煮だの、ホルモン焼、ホルモンなべ、などという看板が一時たくさん出たことがあるが、著しくは盛んにならな

い前にすたってしまった。一時的のものといってよかろう。』／多田鉄之助が大学を卒業したのは 1922年（大正

11年）だが、この直後にホルモン料理が流行した。おそらく氏の多感な青春時代の経験に基づく記述であり信憑

性は高いと思われる。また、先の『長寿料理』にも、1920年代末にホルモンを売り物にする料理店が続出したと

書かれているので、ホルモンの名が料理名として使われるようになったのは、1920 年代後半であったと推定で

きる。」

「前述のように 1920 年代には、納豆やナガイモなどの植物性の食品から動物の内臓まで含めて、精力のつく

料理をホルモン料理と称していた。／その後に魚谷常吉は『長寿料理』（1936年）で、ホルモン料理の科学性を

主張し、ホルモン（内分泌物質）を含んだ素材（獣や魚の内臓）の料理だけをホルモン料理と呼ぶことを提唱し

た。わずかに遅れて、1930年代後半に大阪の洋食店『北極星』が、牛の内臓料理をホルモン料理と銘打って売り

出して好評を博した。こうしてホルモンの名は、しだいに牛豚の内臓を意味する方向へと向かって行った。／戦



後のホルモン料理ブームは、戦前のホルモン料理ブームが復活して大流行したものと思われる。」

「戦後のホルモン料理ブームは、マムシやスッポンなどももてはやされたが、ホルモン焼きの流行以降にはし

だいに牛豚の内臓料理がホルモン料理の主役になった。そして、“焼肉„を扱う韓国・朝鮮料理がホルモン料理の

代表に駆け上がる。／ところが近年になると、ホルモン料理という言葉はほとんど聞かれなくなった。そしてホ

ルモンは、もっぱら牛豚の内臓の意味に、さらに内臓の中の大腸や小腸を表す言葉に変化して使われている。」

（続く）

◇野付牛町立屠場の開設年月日は不詳

前号の例で考えると「大正九年には、と場は町営となり、野付牛町浜

村（兵村の間違い―引用者）二区に移転され、さらに十二年に森永町に

移転経営された」云々という『北海道食肉名鑑』の記述もあやしくなり

ました。

そこで当室にある古い資料を見ると、大正５年（1921)５月調査の『野

付牛町勢一班』の「衛生」の項に、町立かどうかわかりませんが、「屠

畜場 一」とあります。以下、大正６年・７年の『町勢一班』も同様の

表示です。

大正 10年（1921)１月発行の冊子形態の『町勢一班』の屠場関係の項

目を見ると大正６年(1917)から同８年までの屠畜数が右表のとおり記

載されています。しかもご覧のとおり、その下段には屠場として「野付

牛町立屠場」とあります。これで、大正６年時点で町立の屠場があった

らしいことがわかりました。

また、大正８年(1919)の「屠畜場」の施設状況も右の表にあるとおり

で、位置は「野付牛町東３号」とありますから、現在の桜町＝昔の「森

永町」ということです。道立文書館、道立図書館にも野付牛町立屠場の

開設年月日を照会しましたが、該当する資料はありませんでした。

第２代町長鈴木浩気（在任大正９～12年）の実績

の中に「屠場の新設」を挙げた資料も見つけました

が、確証となる資料はなく、正確な町立屠場の開設

年月日については今後とも別資料を探索して調査

するしかありません。

◇屠場の変遷

大正時代、野付牛町立屠場があった東三号は、人

家のない郊外で昭和４年 (1929)に森永練乳工場が

兵村一区から移転してきてからは地域の人から「森

永町」と呼ばれていました。左の地図は、昭和８年

(1933)12月に発行された『大日本職業別明細図』の

該当部分です。この屠場がどのような形態の施設だ

ったのか、知ることの出来る施設図や写真などの資

料を探してみましたが、今のところ何も見当たりま

せんでした。ご存知の方がいましたら、教えてくだ

さい。 東三号の屠場が老朽化したので泉町に施設

を新築移転し、町から酪聯(北海道製酪販売組合聯



合会の略)に経営が移り、昭和 13 年(1938)８月 22 日から

操業を開始しましたので、以後「事務報告」には屠場の統

計は載らなくなりました。左の地図は昭和 32 年(1957)10
月発行『躍進北見市の全貌』附録地図の該当部分で、この

屠場の具体的な資料・写真類も全く未見です。

昭和 48 年(1973)４月に当市の職員になった筆者が実際

に見た屠場は、北光（現・北央町）で昭和 40年(1965)１月

18日に操業を開始した市営家畜処理場でした。『北見市勢

要覧（昭和 41年度）』には下の写真があり、当時としては

先進的な施設だったのでしょう、その説明に「家畜処理場

／昭和 39年 12月総工費８千万円で建設、年間５万頭の処

理能力をもっている。また、食肉加工場も同時に操業した」

と誇らしげに書いてあります。

話が飛びますが、平成 21年(2009)８月 28日付の『どう

しん情報紙みんと』に、「この直営のと畜場で当時昼食時に

洗いたての腸などの内臓肉を入れてグツグツ煮込んだ『屠

場鍋』が、その後、市役所の職員らが大鍋に一頭分の豚の

内臓肉と生姜、ニンニク、牛蒡、白菜などの野菜を入れ、

味噌や塩で味を整えグツグツ煮込み仕上げ、大勢の仲間た

ちと楽しんだ『モツ鍋』のルーツといわれています。」と紹

介されていますが、筆者も青年時代に家畜処理場へ用事で

出かけた際、この｢屠場鍋｣を一度ご馳走になったことがあ

ります。職員休憩室の石油ストーブの上にこってりした脂

肪が縁にこびりついた鉄鍋が置かれ、毎日昼食のオカズと

して食べる分だけ内臓

肉が投入されていまし

た。見ただけでもコレス

テロール値の高そうな

鍋でした。

それはさておき、左に提

示した地図は昭和 53 年

(1978)８月発行『北見市

内住居戸別明細図』の家

畜処理場周辺部分です。

紙面の都合でここには掲載できませんが、昭和 44 年(1969）12 月発行の『北見局内住居戸別明細図』と比較す

ると、同地図には「と場」だけしか施設がなかったのに、昭和 53 年版にはご覧のとおり、二号線から家畜処理

場へ至る道路の入口付近に坂口肉店・日本臓器食品・小西畜肉などの建物が並んでいます。これは昭和 40 年か

ら 50年代にかけて当市での内臓肉・ホルモン関係の需要が伸びたことを間接的に示していると思います。

なお、昭和 57年(1982)４月 12日から市営家畜処理場の運営は市から(株)北見畜産公社に委託され、市直営で

はなくなりました。この時点で「屠場鍋」は幻になりました。

常呂川河川改修に伴い豊田に新築移転し、昭和 63 年(1988)12 月１日に操業開始した「北見市食肉センター」

は、平成 12年(2000)４月１日に市からチクレンミートに譲渡され「北見食肉センター」となりました。(続く)



◇戦後闇市のモツ料理ブーム

敗戦後の食糧危機の中、食糧を手に入れるために庶民は買出しに奔走しました。統制品で滅多に手に入らない

ものは、相当高価であっても闇市で購入するしかありませんでした。闇市での焼き肉関係の事情を、次に佐々木

道雄著『焼肉の誕生』で見ていきましょう。

「肉は、食肉配給統制規則の廃止（昭和二十〈一九四五〉年十二月）によって生産・流通が自由になった。し

かし、価格統制は継続されたため、ヤミに流れ高騰した。」

しかも、本州の「闇市では、精肉より内臓のほうがよく出回った。一頭の牛から取れる内臓の量は精肉よりず

っと少ないのに、内臓のほうが多かったのはなぜだろう。」

その理由は、内臓の大量消費者であった韓国人・朝鮮人の本国帰還でした。「事実、韓国・朝鮮人の本国帰還者

は百万人を越えた。その結果、韓国・朝鮮人によって多く消費されてきた牛豚の内臓部位（価格の安い大腸や小

腸）の需要が大きく減少した。このダブついた部位の行き先が、闇市や、場末の飲み屋や飯屋などであった。そ

れらの店で、安くてうまいモツ料理が作られると、あっと言う間にブームになった。／そのなかではモツ焼きが

人気を集めた。東京ではこれを戦前と同様にヤキトリ（焼き鳥）と呼ぶことが多かった」。

◇ホルモン屋から朝鮮料理店へ

昭和 25 年(1950)にバラック小屋から出発した「力」、昭和 31 年開店(ただし、平成２年＝1990 年 11 月発行

『北見商工名鑑』には昭和 32年１月設立とあり。)の「大昌園」を先駆者に、ホルモン焼き屋が安価な「庶民の

味方」として登場したことは以前にレポートしたとおりですが、その開拓期時点では当市でもまだ内蔵肉への抵

抗感があって、女性層からすぐに支持は得られなかったように思われます。

当室にある昭和 40年(1965)代で一番古い市内地図、昭和 44年(1969)12月発行の昭和 45年版『北見局内住宅

戸別明細図』をざっと見ると、中心市街地に見られるホルモン焼き・焼き肉店は、力・銀座園・大昌園・明月園・

松尾ジンギスカン北見支店くらいのもので、目だって多いわけではありません。

しかし、ここで注目すべきなのは大昌園、明月園が「ホルモン」をメインとするのではなく、牛肉のカルビ、

ビビンバやクッパなどの家庭料理を提供する「朝鮮料理」の店になったことです。これで女性層にも相当受入れ

やすく、来店できるようになったのではないでしょうか。

昭和 48年(1973)２月創業のビアレストラン「リンデ」の名物の一つに、豚のハツ（心臓）、タン（舌）長ネギ

を炒めたものを熱した鉄皿にのせた「モツ焼き」がありました。これなども当市での内臓肉を食べる文化の普及

に功績があったと思います。

◇精肉店出身の焼き肉店の参入

筆者が考えるのに、当市の焼き肉人気に拍車をかけたのが、新鮮さをセールス・ポイントにした精肉屋出身の

焼き肉店が参入してきたことでしょう。昭和 43 年(1968)設立の「味覚園」はご存じ坂口精肉店の直営ですし、

昭和 48年 12月創業の「鳥源」も元々は「坂上精肉店」でした。昭和 57年(1982)開業の「道食」の名も「道東

食肉」の略です。「ときわホルモン」も「ときわ精肉店」の直営でした。筆者などは昭和 48年就職当時、焼き肉

店で「さがり」(横隔膜の筋肉)を食べて、東京とは比較にならない新鮮さとおいしさに驚嘆しました。筆者は本

州から旅行できた友達にご馳走するのですが、どなたも当地焼き肉の新鮮さと量の多さに感激します。

◇モツ鍋、ぼんち鍋

平成２年(1990)11 月発行『北見商工年鑑』に昭和 52 年(1977)９月設立とある『四条ホルモン』は、銭湯『鉄

鉱泉』のご主人のホルモン好きが高じて始めたものですが、異業種から参入しただけあって、創業からお客さん

の上着やコートに焼き肉の匂いがつかないように配慮して、ポリ袋や衣装ケースを用意するなど、色々工夫され

ていました。同店では「モツ鍋」を洗練させて「ぼんち鍋」としてメニューに加えています。その当市の「モツ

鍋」の起源が「屠場鍋」にあったことは前に書きましたが、筆者が周囲の情報を総合すると、それを一般市民が

食するようになったのは市職員がよく出入りしていた銀座園が最初だったようで、その後には秀吉、ひまわり、

道食などでも提供されて、一般に「モツ鍋」が認知されていったようです。



◇「焼き肉の街」はまだまだ発展途上

平成６年(1994)に開店した「ほりぐち」は実家が精肉店だそうで、ここも新

鮮さが売りで、それまで市内焼き肉店のメニューになかった｢丸ホルモン」が

名物になっています。こうして当地焼き肉業界に次々と新顔が現れて、切磋琢

磨されることで当市が「焼き肉の街」として発展してきたのでしょう。

「ホルモン」の歴史に詳しい角岡伸彦著『ホルモン奉行』(新潮文庫)を読む

と、世界は広くホルモン料理・焼き肉文化にはこれからも様々な可能性がある

ようですから、当市などはまだまだ発展途上といって良いでしょう。

（完）







ところ遺跡の森－オホーツクの古代文化―を訪ねて

謎の海洋民族・「オホーツク人」に迫る！

―オホーツク古代文化からのメッセージー

当時の北海道は稲作の不適地だったので、弥生人はここまで侵入してこなかった。北海道には、ながく縄文人

が残った。かれらは縄文のゆかたな暮らしをつづけ、やがて鎌倉時代に変化する。

「アイヌ文化」とよばれる新文化が成立したのである。（中略）その変化には触媒があった。それより前から入

りつづけていた「オホーツク文化」である。縄文とは全くちがった異種文化だった。

ともかくも、私ども日本人の体のなかに、北の海で海獣と格闘してきた“オホーツク海人”の血も入ってい

ることになる。（司馬遼太郎「街道をゆく 38 オホーツク街道」より）

「常呂川のほとりに暮らした人々」2003 年常呂町教育委員会より

北海道の歴史に弥生時代はない、と聞いて驚く人はいるだろうか。本州に農耕を基盤とする文化が広まった弥生時
代以降も、北海道では漁労や狩猟、採取を基盤とする文化が続き、本州とは異なる歴史が展開した。そのため、北
海道では独自の時代区分である「続縄文時代」「擦文時代」が設定されている。この時代区分は主に考古学の知見
に基づいて設定されたものであり、それは「アイヌ文化」として、14 世紀ごろから設定されている区分も同様で
ある。そして、この考古学上の「アイヌ文化」が、近世・近代の記録に残る伝統的生活様式のアイヌ文化へとつな
がってゆく。（中略）しかし、それらの北海道の文化の本流とは別の、いわば「異民族」の文化が北方から南下し、北海道

内で両者が併存した時期があった。「オホーツク文化」とは、この、北から来た異系統の人々が営んでいた文化である。

（2021 年、特別展「オホーツク文化－あなたの知らない古代－」図録 主催：東京大学大学院社会系研究科・同付属北海文化研究常呂実習施

設他 より）



「ところ遺跡」の時代区分
① 「ところ遺跡」は、複数のオホーツクの古代文化の舞台である。

                ↓
          オホーツク文化・トビニタイ文化  

縄文文化    続縄文化     擦文文化    アイヌ文化

※トビニタイ文化：オホーツク文化と擦文文化の融合文化。トビニタイ土器はオホーツク文化の文様を持つが形は擦文文化のものを持つ。

※このうち、縄文時代、続縄文時代の墓抗出土品は国の重要文化財に指定されている。（令和 5 年）

② 「オホーツク文化」はオホーツク古代文化の中のひとつの時代である。



北方圏の中の「オホーツクの古代文化」の位置
① オホーツク文化（人）は、北（直接にはサハリン）から来た文化（人）

イヌを飼いブタを食する大陸やサハリン共通の文化を持つ
② オホーツク文化は、海獣や大型漁労に長けた海の民としての共通した技術を持つ

回転式離頭銛やトリカブトの利用
③ オホーツク文化は、熊に象徴される動物儀礼、写実的動物意匠を持つ

北方諸民族に広く行き渡る熊送り、アムール川流域、サハリンと共通の「オマンテ」型熊送り
④ オホーツク地方は北方圏の最南端であり、北と南の文化（擦文文化）の結節点であった

オホーツク人が退いた後、オホーツク文化は本州の影響を受けた擦文文化と交流し、独自のトビニタイ
文化を生み、アイヌ文化へと引き継がれる。

※北方圏とは、１年１２か月の各月の平均気温から５℃を引いた値を合計した数値が「４５」以下である地域。（「北方圏の自然と環境 -エコハン

ドブック」より）



モヨロ貝塚館の展示パネルから



北方民族文化、オホーツク古代文化の中の「熊」

神の存在としての熊を送る儀礼

ϼЫϬ ♪ΰʺζχ ╙ⱲτṦ Ϭ“ΞḈ ˢϷФИй˹ϯϱЙ῎πˮ Ϥ Ϊϥ˯χӪˣψг˔жЄϯ Ϟ
χ τ ϣβ τ τ ϛϣϦϥʻԁ ʺԁ ṍḧⱥӾΰθ▬ϽЫϬ τ σ↕ ˢϱϷ

ЫрГ˹ˮζϦϬ ϥ˯χӪˣϬ“Ξ ψʺớ χϯЭ˔и ӽϞלᵤ ʺЂМзрʺ ᵤ τ ϣβ τ
∕ΰοΚϥʻ(Hallowell 1926)

熊送りの意味

ˑψ ḧᵦΤϣ Ψχ ▀ϬⱱκṑϥάρτϢϤ ᵦπχ Ϭ οϥʻ ʺ ╦χ ▀Ϭⱱκṑμθ
ψζϦϣϬ ΰʺῡἎϬ῎ϥάρπʺ χ ˑχ Ϝ ΰοΨϦϥʻºζΞΰθ χϜρτϯϱЙψʺם∑ʺ
ᶍ ʾ ΰθ χϕρϭςϬˮ Ϥ˯Ṧ χ ρΰʺζχӹ ʺ τ χ⃰ ρ γϥ ₃Ϭ τЙЂЂ
р( └) τ Ϥʺ Ϟ ϬϜθϣΰοΨϦθ τϱЗϳ(inau)Ϟ ʺ ▀ρσϥ χ ˑϬ ΫοΦϘΰθʻ
(佐藤孝雄「ヒグマ儀礼の考古学」)

熊はなぜ神なのか

Ἕψ 11 Ὦ Τϣ 12 ὮτΤΪοχ ϛοχ χ τ βϥꜛ χὪτ ϤϘβʻ χ Ϭ ϐχψʺἝΥꜛ
χ Ϭ Υ ΰοΨϦϥάρϬκϝϭρΰμοΜϥΤϣπβʻs ˣ χ τθιԁ ιΪπὪτψΜμθ

χτʺ ʺὪΤϣ οΨϥρΦτψ▬Ϭ ϦοΜϥχπβΤϣʺϯϱЙΥ ρ◘μθχϜ Τϣυάρπβʻζχ
χ ʺνϘϤ τ ϭπΜϥԁ χὬϞԁ Ϧχ ϬῢτβϥάρπʺϯϱЙϜζχ Ϭ ΪοϜϣΣΞρ◘μθ

χπβ （̒萱野茂「写真集アイヌ」より）
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